
２-④ 下水道施設のストックマネジメント及び
耐震化・耐水化の推進について

○全下水道施設（管路、ポンプ場、ポンプ所及び処理場など）を対象とした第2期ストックマネジメント計画を令和6年度

に策定することとしており、計画に基づき更新設計及び工事を令和7年度から実施する。

○下水道処理施設の耐震化率は約70％であり、耐震基準を満たしていない全ての施設の耐震化を継続して実施する。

○洪水等において浸水する可能性がある施設については、令和3年度に策定した耐水化計画に基づき、耐水化工事

を継続して実施する。
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